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１  高等学校等就学支援金
公立高等学校の授業料（私立は授業料の一部）
の負担が不要となります。

4  和歌山県大学生等進学支援金
低所得世帯かつ大学等への進学意欲と能力が高い者に年間60万円を
最大4年間貸与します。（選考検査有り。条件により返還免除有り。）

2  高校生等奨学給付金
教科書費、教材費など授業料以外の教育に必要
な費用を給付します。

5  修学奨励金（進学助成金）
大学等に進学するにあたり転居が必要な者に一時金を貸与
します。（無利子貸与）

3  修学奨励金（奨学金）
高等学校等で学ぶための費用を貸与します。

（無利子貸与）

6  高等教育の修学支援（授業料等減免・給付型奨学金）
要件を満たす大学生等に授業料等の減免や奨学金の給付
をします。
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高 校 生 の 就 職 事 情
～就職を希望する高校生とその保護者の方へのメッセージ～

教育長  宮﨑 泉　Miyazaki Izumi

　今回は高等学校卒業生の就職事情を取り上げてみる。高校生
の就職を考えるに、重要なことが三点ある。
　まず初めに、企業と生徒本人が相思相愛であること。次に、今後
の和歌山県の産業界にとって有用と思える人材を養成すること。
そして、もう一つは高卒求人数に見合う就職希望者がいること。
　まず、相思相愛については、生徒が希望する企業を受けられる
よう、学校推薦以外に、複数応募ができるよう企業や団体に働き
かけをしている。複数応募自体は多くの求人企業で可能となった
が、まだまだ利用する生徒は少ないのが現状である。まずは環境
を整えていきたい。
　人材の育成については、今和歌山県では、例えば工業系の学科
が大小含めて５校にある。この１年かけて大学高専の教授陣や企
業・研究機関の方々が一堂に会するワーキンググループを立ち上
げ、議論を重ねている。その中身は、今後日本はどんな産業分野
に力を入れていくのか、その上で高校の専門学科・コースは現在
の時代の要請に応えているか、今後必要とされる技術の習得には
どういうことをすれば良いのか、など工業科の充実に向けた検討
である。
　また、農業科もしくは農業コースのある４校では、これらの高校
と県立の２年制の農林大学校が連携して５年間の一貫教育を実施

している。さらに学びたい人には大学３年生への編入が可能となる
し、就農を志す人には、より専門的な栽培方法等の探究などを行う
ことができる。また、県の試験場や研究機関とも連携し、高校の授
業の充実などを図っている。
　さらに、商業科や情報、芸術、スポーツなどの分野でも各学校
で様々な工夫を凝らし高校の魅力を高め、社会に貢献できる人材
が育つような仕組みを考えている。
　ここで大きな壁に当たっているのが人員の充足である。これは
非常に困難な問題である。高校卒業時の進路はもちろんその生
徒の問題であり、家族の問題である。我々ができることの一つは、
就職希望者の希望をできる限り叶えられるよう努力することであ
る。それと同時に正しい情報を、必要とする方々に正確、迅速に示
すことである。
　もう一つは、中学校から高校に至る進路選択である。一人一人の
特性や意志を尊重した選択が可能となるよう取り組んでいきたい。
　ちなみに現在の公立高校からの就職希望者は約1,300名。それ
に対して高校卒業生に対する求人倍率は2.5倍以上である。彼ら
にとっては、和歌山県の企業から熱い視線が向けられている今が
チャンスである。これら金の卵たちを教育界はもちろん、県民み
んなでバックアップしていきたい。

TOPICS 0101 和歌山県教育委員会から補充講師登録のお知らせ

TOPICS 0202 高校生の皆さんへ 奨学金・給付金等のお知らせ

和歌山県では、高校生の皆さんが安心して学べるよう、次のような奨学金や給付金の支援制度があります。※各制度には支給要件があります。
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和歌山県教育委員会では、今回紹介した内容以外にも、様々な取組を行っています。詳しくは、和歌山県教育委員会
のホームページをご覧ください。また、皆さまのご意見・ご要望をお待ちしております。 和歌山県教育委員会

教 育 長
エッセイ

ESSAY

１  公立  県教育庁総務課振興班／073-441-3646　　　  私立  県文化学術課学術振興班／073-441-2098
2  公立  県教育庁生涯学習課奨学班／073-441-3728　  私立  県文化学術課学術振興班／073-441-2098
3 ～ 5  県教育庁生涯学習課奨学班／073-441-3663
6  文部科学省特設サイト「高等教育の進学支援新制度」（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/index.htm)

和歌山県では、講師登録者を募集しています。学校で勤務してみたい方はぜひご登録ください。
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募 集 区 分
応 募 資 格
応 募 書 類 配 布

常勤講師、非常動講師
それぞれに必要な資格・免許を有する方
和歌山県教育委員会教職員課のWEBサイト

小中学校希望：紀北（有田地方以北）
　　　　　　　紀南（日高地方以南）
県立高校・特別支援学校希望（全県）

➡紀北教育事務所
➡紀南教育事務所
➡教職員課

申し込みは上記各所まで応募書類を郵送もしくは持参のこと。




